

















Effects of Local Injection of Propitocaine Plus Felypressin or 
Lidocaine Plus Adrenaline on Hemodynamics  




















（指 導 ：砂田 勝久 教授） 
The Nippon Dental University 
 Graduate School of Life Dentistry at Tokyo 
              （Director: Prof. Katsuhisa SUNADA） 
（2015 年 1 月） 
循環器疾患患者に局所麻酔を行う際にはプロピトカイン-フェリプレシン（PF）が広く用い 
られている．しかし，PF を本態性高血圧患者に大量投与すると血管収縮作用による血圧上 
昇と心筋抑制が生じる．さらにフェリプレシンおよび PF は心筋組織酸素分圧を低下させ 
る．本研究では PF 大量投与は高血圧自然発症ラット（SHR／Izm）の心機能を抑制する 
という仮説について検討した．さらにリドカイン-アドレナリン（LA）投与時の心機能を 
PF との間で比較した．  
プロポフォール持続投与下の SHR／Izm の大 I 動脈に動脈路を確保し，脈拍数（PR），収 
縮期血圧（SBP）を測定した．右頸動脈から左心室に心室内圧-容積カテーテルを挿入し拡 
張末期容積（Ved），一回心拍出量（SV），一回心仕事量（SW）を測定した．循環動態の安 
定後に ，舌筋肉内に 0.03 IU／ml フェリプレシン添加 3％プロピトカイン（PF 群：n＝5）  
ないし 1／73 ,000 アドレナリン添加 2％リドカイン（LA 群：n＝5）を 0.45 ml／kg 投与 
し，投与前および投与後 7.5 分まで各項目を計測した．その結果，PF 群では SV および
SW が有意に低下し，LA 群では PR，SBP，Ved，SV，SW が有意に上昇した．また PF 群
と LA 群の比較ではすべての測定項目で有意差が認められた（p＜0.05）．  
以上より ，PF 大量投与は SHR／Izm の心機能を抑制すると考えられた．また LA 大量 
投与は血管を収縮し心機能を亢進させた． 
